
はじめに コロナ禍における影響

新型コロナウイルス感染症の流行により、日本で

は2020年２月に文化イベントの自粛要請が出され、

国立博物館等の臨時休館、イベント等の中止・延期

等が相次いだ。同年４月には７都府県1に緊急事態

宣言が出されたのち、宣言の対象は全国に拡大され

た。

西南学院大学博物館では、2020年４月４日から８

月２日までを臨時休館とし、以降も感染状況や運営

母体である西南学院大学の方針に合わせて臨時休館

や事前予約制、来館者制限などを実施した。展示事

業に関しては会期の短縮、開催延長、講演会やイベ

ントの中止を行った（表１）。

新型コロナウイルス感染症流行以前の2019年度と

流行が顕著となった2020年度の開館日数と来館者数

を比較すると、開館日数は2019年度が288日に対し

て2020年度が169日の約４割減、来館者数にいたっ

ては2019年度が8474名に対して2020年度が990名の

約９割減となった（図１）。文化庁委託事業による

全国の博物館を対象とした調査2によると、来館者

数の平均の推移は2019年度から2020年度にかけての

前年度比が約46.1％の落ち込みであったことから、

西南学院大学博物館はとくに顕著な影響を受けた博

物館といえるだろう。
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表１ 新型コロナウイルス感染症による影響と対応

対 応 期 間 備 考

臨時休館
2020年４月４日〜

８月２日

臨時休館
2021年１月16日〜

２月９日

臨時休館（予約制）
2021年５月12日〜

６月20日

事前予約制（電話

予約者のみ入館可）

予約制開館

（一部例外）

2021年6月21日〜

７月13日

事前予約制

（西南学院大学の学

生および教職員は

事前予約の必要な

し）

臨時休館（予約制）
2021年８月20日〜

９月12日

事前予約制

（例外なし）

▶博物館の閉館（2021年12月15日時点）

対応 展 覧 会 会 期 イベント等

短縮

企画展「文化財と

ともに生きていく

―ドージャー記念

館 次の100年に向

けて―」

2020年２月３日

〜４月９日

→会期終了４月

３日

公開講座「ス

テンドグラス

の 修 復・そ の

技 術 と 理 念 」

（3/14）の中止

延期

企画展「黒木重雄

―絵を描くという

生き方―」

2020年４月13日

〜７月11日

→延期10月３日

〜12月18日

トークイベン

ト（ 5/23 ）の

中止

延長

特別展「地図を描

く ―伝えられた

『日本』―」

2020年 12月 23日

〜2021年２月27日

→会期終了2021

年４月14日

▶展示事業



１．これまでの「せいなんワークショップ」

博物館には果たすべき役割が大きく分けて三つあ

る。それは「収集・保存」、「調査・研究」、「教育・

展示」だ。とくに「教育・展示」に関しては、博物

館における表立った機能でもあることから、社会教

育施設としての一般認知度は高いだろう。

西南学院大学博物館は2006年に開館し、2010年に

博物館相当施設に指定された。この年、本格的な教

育普及事業として「せいなんこどもワークショッ

プ」3と銘打った活動が始まった。本取り組みは当

初、大学周辺の小学生を対象としたものであった

が、十年以上にわたる活動のなかで、他県などの館

外で開催する「おでかけワークショップ」や大人向

けの「せいなんワークショップ」など、地域や年齢

を限定しない活動へと展開していった。現在では、

定期的に開催する展覧会の教育プログラムとしても

定着している。

ワークショップでは「楽しみながら学べる」をコ

ンセプトに、基本的な活動内容として、①学芸員や

博物館スタッフによる展覧会の解説や講座、②展示

内容に沿った工作やレクレーションを行う二部構成

となっている。ワークショップを企画・運営するに

あたって活躍するのが、博物館スタッフとして雇用

している学生アルバイトや学生ボランティアといっ

た西南学院大学・大学院の在学生たちだ。一般の博

物館とは主旨の異なる大学博物館においては、学生

教育もまた一般市民を対象とした生涯学習に並ぶ重

要な使命となる。また、ワークショップを通じての

学生と地域住民との交流の場の提供は、「社会に開

かれた大学の窓口」としての大学博物館の役割を果

たすものでもある。だがしかし、参加者主体の体験

を重視するこれらの活動は、対面・対話によって支

えられていた活動でもある。2020年以降、対面によ

るせいなんワークショップの開催は2021年12月現在

まで実現していない。

博物館における最大の教育機能は展示にある。せ

いなんワークショップも、展示による学びを重視し

て構成されているのは先に述べた通りだ。しかし、

新型コロナウイルス感染症による緊急事態宣言が

2020年４月に全国に拡大されると、ほとんどの博物

館が休館4を余儀なくされ、博物館における展示教
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図１ 開館日数と来館者数の推移



育の機会が大きく失われた。このとき、光明をもた

らしたのがインターネットを介した教育普及活動

だった。博物館が休館していても、家庭で博物館の

学びが得られるようにと、学習のためのデジタルコ

ンテンツを企画、提供する動きが全国の博物館で活

発化したのだ。西南学院大学博物館でも既存のデジ

タルアーカイブを活用し、オンラインでの情報発信

に取り組んだ。

２．土台となったデジタルアーカイブ事業

デジタルアーカイブとは「図書・出版物、公文

書、美術品・博物品・歴史資料等公共的な知的資産

をデジタル化し、インターネット上で電子情報とし

て共有・利用できる仕組み」5をいい、インター

ネットが社会基盤として欠かせない時代となった昨

今において、博物館でのデジタルアーカイブ事業の

推進は重要な取り組みのひとつとなっている。

西南学院大学博物館では、2017年度よりデジタル

アーカイブ事業の一環として、博物館が所蔵する資

料の一部をデータ化し、ホームページで所蔵資料

データベース6として公開している。データベース

では西南学院大学博物館のコレクションの三本柱で

ある「日本キリスト教史関連資料」「キリスト教文

化関連資料」「関谷定夫コレクション」と平戸藩の

的山
あづち

大
おお

島
しま

に関する史料群「松澤氏収集文書」を公開

し、各資料の詳細（所蔵機関、コレクション名、資

料番号、表題、年代、形態、内容）や資料画像を閲

覧することができる（図２）。

また、2019年度には大学の教育支援プログラムで

デジタル・アーキビスト養成7を実施した。本教育

プログラムは、大学博物館が雇用している学芸調査

員（学部生・院生アルバイト）を対象とし、デジタ

ルアーカイブに関する専門知識の習得と実践経験を

通じて、次世代のデジタル・アーキビストを養成す

ることを目的としたものである。受講者は博物館教

員によるデジタルアーカイブに関する基礎知識の教

育を受けたのち、NPO法人日本アーカイブ協会が

提供する４日間の教育プログラムを受講。同協会が

実施する検定試験にのぞみデジタル・アーキビスト

資格を取得した。資格取得後は、デジタルアーカイ

ブ事業の実践として、西南学院大学博物館の所蔵資

料データベースの拡充に従事した。

所蔵資料データベースのほかにも、ホームページ

では過去の展覧会で刊行された図録や博物館ニュー

ス、年報、研究紀要などの刊行物をPDFで公開し

ている。また、Googleが提供するインターネット

サービス「ストリートビュー」を活用し、常設展示

西南学院大学博物館 研究紀要 第10号

21

図２ 西南学院大学博物館所蔵資料データベース



室およびドージャー記念室をパノラマで閲覧できる

ページも2016年よりホームページに設置した。

デジタルアーカイブ事業によるこれらのデジタル

コンテンツの拡充は、コロナ禍における博物館の教

育普及活動に大きく貢献することとなる。

３．SNSでの教育普及活動

2020年４月、最初の緊急事態宣言を受けての臨時

休館では、西南学院大学博物館のほとんどの職員が

在宅勤務となり、博物館での活動が長期間休止と

なった。休館中でも博物館の社会的役割や教育機能

を果たすにはどうしたらよいのか。この時期、西南

学院大学博物館だけではなく全国の博物館が直面し

た課題は、オンラインでの博物館活動に解決の活路

を見出した。

西南学院大学博物館のオンラインでの情報発信の

主要な場はホームページであった。しかし、博物館

ホームページのサーバーは外部からアクセスができ

ない仕様のため、在宅勤務の博物館職員はホーム

ページの更新を行うことができない。ホームページ

を主流にしたオンラインでの情報発信は、当時の環

境では困難であったのだ。そこで、博物館の臨時休

館中のオンライン活動は、ホームページからソー

シャル・ネットワーキング・サービス（以下、

SNS）へと移行することとなった。

西南学院大学博物館では、2012年からTwitter

（seinan_museum）とFacebook（seinanmuseum）、

2017年からInstagram（seinan_museum）を運営し

ている。タイムリーな短文投稿と不特定多数への拡

散を特徴とするTwitterでは、展覧会やイベントな

どのお知らせや、博物館スタッフによるタイムリー

なつぶやきなどを行い、運用しているSNSのなかで

は一番の更新頻度を誇る。画像付きの長文投稿が可

能で、実名制のため比較的フォーマルな印象のある

Facebookでは、博物館事業や専門性の高いコラム

（博物館実習の報告や所蔵資料の解説など）を定期

的に更新。若年層をターゲットとするInstagramで

は、ビジュアルを重視した画像投稿を心がけてき

た。外部からでも更新が可能なこれらのSNSは、休

館中でも「見える博物館」の場として活躍した。な

により、SNSの特性のひとつである「ユーザーから

の反応の可視化」の恩恵も大きかった。この相互的

に「見える」状況は、利用者が博物館にどのような

情報やサービスを求めているかを検証することを可

能にし、博物館運営や教育普及活動の方針に生かす

ことができるからだ。

SNSでのオンライン活動では、ホームページ上で

公開していた既存のデジタルコンテンツを最大限に

活用した。また、学芸調査員によるコラム連載を実

施することで、学生教育や雇用の機会も創出した。

以下、臨時休館中にSNSで行った教育普及活動の事

例である。

・ジョージくんクイズ（Twitter）全42回

期間：2020年４月８日〜６月11日

臨時休館を実施してから４日後、博物館の所蔵資

料に関するクイズを出題する「ジョージくんクイ

ズ」の連載をTwitterで開始。教育普及担当の学芸

研究員が更新を担当し、土日を除くほぼ毎日投稿し

た。クイズの基本構成は①クイズの出題、②クイズ

の答え、③デジタルアーカイブ・サービスへの誘導

とし、リプライで一連の投稿をつないでいる（図

３）。

ジョージくんとは、福岡県指定有形文化財でもあ

る博物館建物をモチーフにしたマスコットキャラク

ターで、名前は建物の建築様式「ジョージアン・コ

ロニアル・スタイル」に由来する。不特定多数に向

けて発信されるTwitterの特性を鑑み、マスコット

キャラクターを起用することで親しみやすさを演出

した。出題するクイズの資料画像は、所蔵資料デー

タベースの資料画像や無料公開している図録の画像

などを使用し、解説も専門性よりも簡潔でわかりや

すさを重視したものとなっている。その代わりに、

より専門的な知識を得る手段として、資料のデータ

ベースや関連書籍（図録や刊行物）などへの誘導も

行った。この時期、全国の博物館がオンラインでの

情報発信8や教育普及活動を始動、発展させており、
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そういった他館からの活動の呼びかけにあったハッ

シュタグ「＃エア博物館」「＃おうちでミュージア

ム」も活用した。ハッシュタグの利用は、博物館と

市民とでの相互の情報の発信や共有を可能とするこ

とから、新たな取り組みとしても注目されている9。

・聖書植物園ツアー（Twitter)

2020年６月９日〜更新継続中（2021年12月15日現在）

臨時休館中ではあるものの、博物館職員の出勤が

一部解除となった６月から「ジョージくんクイズ」

の後続企画として「聖書植物園ツアー」の連載を

Twitterで開始した。更新は教育普及担当の学芸研

究員が行い、季節の聖書植物の写真や聖書植物につ

いての情報を不定期で発信している。投稿の基本構

成は①聖書植物の写真、②聖書植物の詳細、③聖書

植物の解説、④聖書植物園の情報となっている（図

４）。

聖書植物園とは、西南学院大学の敷地内で展開し

ている聖書に登場する植物を復元・展示した植物

園10である。「聖書植物園ツアー」の連載当初の目

的のひとつは、大学への入構禁止・制限により現地

で観察することができない来園者に代わり、聖書植

物の生体の様子を発信することにあった。静物であ

る博物館資料とは異なり、植物という生体の特性

上、季節や日ごとに生育し変化する植物は繰り返し

紹介することも可能である。そのため本企画は、

Twitterのユーザーからの好評もあり、臨時休館後

も更新を継続している。

・スタッフのオススメ図録（Facebook）全12回

期間：2020年４月20日〜５月２日

Facebookでは学生アルバイトの学芸調査員によ

るコラム連載を実施した。臨時休館特別企画第一弾

は、これまで博物館で刊行された展覧会図録を博物

館スタッフの目線で紹介する「スタッフのオススメ

図録」である。学芸調査員が持ち回りで担当し、12

日間連続で更新した。構成は①スタッフのつぶや

き、②図録の書籍情報と要約、③オススメポイン

ト、④刊行物のページリンク、⑤図録の画像となっ

ている（図５）。

・壱週逸品（Facebook) 全12回

期間：2020年５月９日〜７月24日

臨時休館特別企画の第二弾も学芸調査員による連

載で、「壱週逸品」と題して毎週土曜日に所蔵資料

一点を紹介した。構成は①スタッフのつぶやき、②
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①クイズの出題

ジョージくんによるクイズの出題と解説員

によるヒント。クイズの資料画像を掲載。

②クイズの答え

ジョージくんと解説員による資料の解説。

③デジタルアーカイブ・サービスへの誘導

博物館ホームページで公開している所蔵資料

データベースや図録（刊行物）へのリンク。

図３ ジョージくんクイズ（Twitter）
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①聖書植物の写真

聖書植物の最新写真とジョージくんと解説員によるコ

メント。

②聖書植物の詳細

植物の学名とともに、聖書での名前と植物が登場する

聖書の句を紹介。

③聖書植物の解説

解説員やジョージくんによる植物の解説や豆知識

図４ 聖書植物園ツアー（Twitter）

④聖書植物園の情報
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図５ スタッフのオススメ図録（Facebook）

図６ 壱週逸品（Facebook）



資料詳細と解説、③スタッフの資料に対するコメン

ト、④資料画像となっている（図６）。所蔵資料を

紹介するTwitterの「ジョージくんクイズ」とは差

別化をはかり、30〜40代の利用者が多い11Facebook

ではより専門性の高い内容を掲載した。

４．おうちでせいなんワークショップ

2020年６月、博物館職員の出勤が許可されるよう

になり、博物館ホームページの更新ができるように

なった。これを機に、臨時休館を継続しながらも、

それまでSNSだけで行っていたオンライン活動を

ホームページにも拡充した。それが「おうちでせい

なんワークショップ｣ 12である。おうちでせいなん

ワークショップでは、博物館への来館を前提とする

展示教育とは別の教育手段として、博物館の学びを

家庭でも学習・体験することを目的としている。ま

た、公開する学習コンテンツの作成には学芸調査員

も携わっている。通常の博物館業務で必要となるデ

ザインや映像制作で使用するアプリケーションソフ

トの技術習得や、アイデアを形にする企画力や制作

能力を養うなど、せいなんワークショップでも重視

していた実践的な学生教育の面も担っている。

おうちでせいなんワークショップ開設の契機のひ

とつとして、北海道博物館（北海道）の「おうち

ミュージアム」の取り組みがある。おうちミュージ

アムとは、新型コロナウイルスの感染拡大のため

2020年２月末より全国各地の小中学校などが臨時休

校になったことをきっかけに、北海道博物館が３月

よりはじめた取り組みである。それは、同時期に多

くの博物館が長期の臨時休館となるなか、「おうち

で楽しく学べる」をコンセプトに、自宅で過ごす子

どもたちのために各地の博物館と共にオンラインで

学習コンテンツを提供する連携活動であった13。

2021年12月時点で、230以上14の館が本企画に参加

しており、西南学院大学博物館も2021年６月より参

加を表明している。

ホームページに新設したおうちでせいなんワーク

ショップ専用のウェブページでは、せいなんワーク

ショップの「楽しみながら学べる」のコンセプトを

そのままに、過去の展覧会で開催したワークショッ

プをアレンジしたものから、おうちでワークショッ

プ限定の学習コンテンツを公開している。例えば、

在宅勤務期間中に準備していた幼児向けのワーク

シート「ジョージくんのわくわくパズル」（図７）

と「ジョージくんぬりえ」は、臨時休館直前まで館

内で実施していた常設型のワークショップ15を家庭

用にアレンジしたものである。以下、おうちでせい

なんワークショップにて公開している学習コンテン

ツの一部を紹介する。

コロナ禍における大学博物館の社会教育のための取り組み ―おうちでせいなんワークショップ―（山尾 彩香）26

館内に常設されているマグネットパズル（左）を、はさみとのりを使って完成させる幼児向けパズルにアレンジした家庭用ワークシート（右）

図７ ジョージくんのわくわくパズル



・聖書植物を学ぶ「聖書植物ビンゴシート」

「聖書植物ビンゴシート ―身近なもの編―」（図

８）は、おうちでワークショップ専用のワークシー

トとして７月に公開した。本ワークシートの作成の

きっかけは、当時Twitterで発信していた「聖書植

物園ツアー」だった。というのも、想定以上のユー

ザーが聖書植物や聖書植物園に高い関心をもってい

ることに気付いたからだ。本来であれば、聖書植物

園を散策しながら行う屋外型のワークショップを提

供するのだが、大学への入構が制限されるコロナ禍

では実施が難しい。そこで、体験の場を聖書植物園

から家庭に移し、家や身近にあるものなどで聖書植

物を探すことにしたのだ。

ワークシートには９種類の聖書植物の画像がビン

ゴ形式に配置されている。植物だけでなく、食べ物や

加工品などになった聖書植物を見つけ出して、発見し

たときの様子を書き込み、ビンゴを目指す。一見、馴染

みのない聖書植物でも、生体そのものの姿だけでな

く、本来とは異なる姿で身近なところに存在している

のだという発見は、家庭で行うからこそのものであり、

聖書植物への親近感も演出してくれる。

・歴史を学ぶ「九州の今と昔」

博物館資料を活用した学習コンテンツとして歴史

を学べるワークシートがある。「九州の今と昔 ―九

州九カ国之絵図―」（図９）は、江戸時代の九州の

地図「九州九カ国之絵図」（1783）と現在の九州地

図とを比較し、江戸時代に九州にあった９つの国が

現在の何県になるかを解答する日本史の学習シート

だ。資料紹介シートと資料に関連する問題シートで

構成された本ワークシートの形式は、後続の「アジ

アの今と昔 ―アジア図―」にも引き継がれシリー

ズ化している。

・動画で学ぶ「ジョージくんミュージアムガイド」

2020年の臨時休館が９月に終了した後でも、感染

拡大により2021年にもたびたび長期の臨時休館（表

１）を実施した。そのようななかでも、予約制度の

導入や感染症対策を施したうえでの展覧会を開催し

たが、2021年度上半期（４月〜９月）の来館者数

は、コロナ以前の2019年度の上半期に比べて３割16

にまで減少した。コロナ禍の影響で、展示による教

育効果が十分に望めない状況が依然として続いてい
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た。そこで新たな取り組みとして、全国の博物館の

オンライン活動でも主流になりつつある動画による

展示解説の投稿をYouTube17で開始した。動画は開

催中の展覧会をジョージくんが案内する内容で、学

芸員や展示担当者の監修のもと制作している。動画

制作による活動は今後、新たなデジタルアーカイブ

事業として拡充を目指したい。

・せいなんワークショップとの連動

博物館で開催しているせいなんワークショップ

を、おうちでせいなんワークショップでも同時に提

供する試みも行った。「出島の出入許可証を書いて

みよう！」（図10）は2021年度特別展「長崎口と和

華蘭文化 ―異文化のさざ波―」の関連ワーク

ショップとして、会期中（2021年９月１日〜11月４

日）、館内に常設された自由参加型のワークショッ

プである。参加者は、展示資料の「長崎阿蘭陀商館

出入許状」（江戸時代中期）を模した許可証に、奉

行として役職と名前と日付を書き込み、判を押して

オリジナルの出島の出入許可証を作成する。本ワー

クショップと同じ内容を家庭でも出来るように、説

明シート、資料解説シート、ワークシートを別途作

成し、おうちでせいなんワークショップでも公開し

た。展示教育とオンライン教育の同時提供は、展示

教育の機会喪失やデジタルディバイドの解消になん

らかの希望が見いだせないかとも期待している。

さいごに ポストコロナ時代にむけて

コロナ禍、そしてその先のポストコロナ時代にむ

けて、大学博物館が社会教育施設としての役割を果

たすにはどうすればよいのか。先行きの見えない状

況ではあるものの、新型コロナウイルス感染症と付

き合いながら博物館活動を再開、さらには発展させ

るような工夫や新規事業が全国の博物館で見られる

ようになってきた。オンライン講演会18や公演・展

覧会・社会教育活動のライブ中継や配信、リモート

による情報交換会や研修会、バーチャル展示やVR

コンテンツ、デジタルアーカイブの推進など様々な

取り組みが行われている。西南学院大学博物館は、

「生涯学習のための社会教育施設」としての博物館

であると同時に、「学生教育と社会に開かれた窓口」

コロナ禍における大学博物館の社会教育のための取り組み ―おうちでせいなんワークショップ―（山尾 彩香）28

図９ 九州の今と昔 ―九州九カ国之絵図―



としての大学博物館の使命も帯びている。来館者の

数が特別な意味をもたなくなるであろうこれからの

時代、市民や学生にどういった「展示・教育」の機

会を提供していくのか。コロナ禍が収束した後も、

新しい博物館の教育普及活動としてオンライン活動

を継続さらには発展させていく必要があるだろう。
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館内常設型ワークショップ（左）とオンライン学習用のワークシート（右）

図10 出島の出入許可証を書いてみよう！
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